（第８号議案）

技術資料及び著作物登録制度に関する規定（案）

（目的）

第1条 本規定は地図調整業者が保有する技術資料や著作物（商品）を広く一般に公開し、地図調整事業活動の社会貢献について幅広い理解を得るとともに、会員相互の技術交流による技術水準の底上げと著作物の相互利用を促進することでより経済的・合理的な生産手段による製品を顧客に提供する事を目的とする。

（技術資料・著作物）

第2条 本規定における技術資料及び著作物とは、製品に関する企画書・設計書、仕様書・積算書、図案・意匠、図面類、出版印刷物、プログラムソフト、データファイル・データベース等とする。

（登録対象者）

第3条 登録対象者は、原則として社団法人日本地図調整業協会（以下協会と呼ぶ）の会員とする。

（登録物件の公開・宣伝）

第４条　登録された技術資料及び著作物は、協会の機関誌・ホームページ及び各種広報宣伝資料に掲載し、広く一般に公開・宣伝する事を原則とする。

（登録物件に関する瑕疵・責務及び登録の拒否）

第５条　登録物件に関する全ての瑕疵及び社会的責務は当該登録会社の責任において対処する。又、登録物件が社会通念上において協会の名誉を損なう物であったり、協会の立場としてふさわしくないと判断されるものについては、その登録を拒否する事が出来る。

（登録物件の理活用）

第６条　登録物件の理活用については、その都度利用者と登録会社との間における諸手続及び定めにおいて個別に対処する事を原則とする。

（登録手続）

第７条　登録手続きは、別紙「登録制度申込書」により、書面又はメールをもって社団法人日本地図調整業協会あての申し込みによるものとする。

（登録料金）

第８条　会員が登録制度を利用する場合には、別紙「運用規定　第２条」に定める料金を支払うものとする。

（登録期間及び再登録）

第9条 登録期間は、登録日から１年間を単位とし、期間満了１ヶ月前までに登録解除の申し出のない場合は以後１年毎に自動継続とする。登録内容の変更は「運用規定　第３条」にもとづき再登録する事が出来る。

（登録開始）

第10条　登録業務は、平成　　年　　月　　日より実施する。

（付則）

第11条　本登録制度の運用において必要と認められる事項については、その都度の協議により別途運用規定を定める事が出来る。

2.登録制度に関する規定及び運用規定の改廃は理事会の承認を得て発効する今年を原則とする。

3.本登録制度及び諸規定に定め無き事項については、その都度理事会の承認を経て対処する事を原則とする。

平成　　年　　月　　日

社団法人　日本地図調整業協会

総務部会

「技術資料及び著作物登録制度」運用規定

（登録の様式）

第1条 登録様式は、別紙「登録制度申込書」によるもとする。

（登録料金）

第２条　登録制度の利用料金は次の通りとする。

1.制度利用料金は会員に限り年額10,000円とする。

2.物件登録料金は1件当たり年額1,000円とする。

3.登録物件の売買が成立したものについては1件当たり3,000の手数料とする。

（再登録）

第３条　登録期間（1年間）を延長する場合は別紙「登録制度申込書」及び「登録物件表」に従い登録期間満了の1ヶ月前までに再登録を行うことを原則とする。期間途中における登録物件の追加・変更・改訂についても「登録物件表」による変更手続きと当該料金の支払いをしなければならない。

（料金の支払い）

第4条 料金の支払いは次のとおりとする。

1.登録制度の利用料金は別紙「登録制度申込書」及び「登録物件表」提出と同時に支払うものとする。但し、物件登録料金は「登録物件表」に記載した物件数に応じた料金とする。

2.登録料金は、登録期間途中において登録を解約しても当該年度分は返却しないものとする。

